
【第２２４５回例会週報】２０１８年１１月２１日（水）

『親睦・研修・実践』 基本に立ち返り、素晴らしいロータリーライフを！

本 日 の 例 会

卓 話「Ｒ財団」

野島 征 会員

次 回 の 例 会

全員クラブ協議会

２０１８～１９年度ＲＩテーマ

東京武蔵村山ロータリークラブ事務局/例会場 武蔵ビル3Ｆ301Ａ/武蔵ビル2Ｆ平成の間 〒208-0004東京都武蔵村山市本町2-16-1

ＴＥＬ：042-520-3251/ＦＡＸ：042-520-3252 Ｅメール：t-mmrc＠crest.ocn.ne.jp ●例会日：毎週水曜日 12:30～13:30

点 鐘 倉内 淳 会長

司会 酒寄 好夫 会場運営委員長

斉 唱

我等の生業

ソングリーダー

新海 正人 会員

出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 27名 93.55% な し

〇事前メーキャップ
金井 一三 会員（青少年奉仕委員会）
野島 征 会員（東京東大和ＲＣ）

〇榎本 昭 会員 波多野 稔 会員
原田 友義 会員

会務報告 倉内 淳 会長

会務報告続き…

○地区青少年奉仕委員会アンケート（地区内実
態調査）のお願いが届いております。

・アンケート回答期限12/14
回答はＥメールのみ受付

○青少年奉仕情報第32号が届いております。

○地区米山奨学委員会と懇親会のご案内
・日時：12月13日（木） 13時～
・会場：ガバナー事務所 地区会議室

○地区青少年交換委員会主催「懇親会」のご案
内

・日時：12月23日（日）
・会場：学士会館210号室 ＊〆切12/7

○今年度・次年度合同 地区米山奨学委員会の
ご案内

・日時：1月24日（木）13時～
・会場：ガバナー事務所 地下会議室

○ハイライトよねやま224号が届いております。

○第11回全国ＲＹＬＡ研究会のご案内
・日時：2019/2/3（日）受付開始9:30～
・場所：神戸商工会義所 神商ホール
・登録料10,000円 ＊〆切11/29

○第9回ＲＹＬＡ委員会及び忘年会
＜委員会＞

・日時：12/6（木）17:00～
・場所：ルノアール四谷 3階Ａ

＜忘年会＞
・日時：12/6（木）19:00～
・場所：ＬＹＬＡ（ライラ）
・会費：13,000円程度

○ガバナー月信1月号掲載、当クラブＩＭの実
施報告書原稿依頼が届いております。

○比留間孝司会員に「第2580地区2019学年度
公益財団法人ロータリー米山記念奨学生選考
の面接官」委嘱状が届いております。

○地区大会人頭分担金納入のお願いが届いてお

ります。
○2019年規定審議会の立法案集が国際ロータ

リーウェブサイトに公開されました。

○2019年国際ロータリー年次大会（ハンブル
グ大会）参加旅行募集のご案内が届いてお
ります。



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
◎ 会 長 倉内 淳 ◎ 幹 事 比留間 一義 ○ 副会長 嶋田 哲男 ○ 副 幹 事 木内 敬三九
□ クラブ会報委員長 堀田 弘一郎 副委員長 見延 壽昭 委 員 野島 征 荒井 孝育 遠田 努 中澤 英雄

＊藤野豊ガバナー補佐・宮﨑茂夫分区幹事⇒14日のＩＭ開
催にあたり倉内会長、野島ＩＭ実行委員長並びに会員の

皆様には大変お世話になりました。ありがとうございま

した。
＊野島征ＩＭ実行委員長⇒11/14ＩＭでは大変お世話になり

ました。皆様のお力を得て無事大役を果たす事が出来ま
した。有難度うございました。

＊倉内淳会長・比留間一義幹事⇒先日のＩＭは皆様のお陰
で大成功に終わりました。ありがとうございました。

◆ 今回計 ２５,０００円 累 計 ４６０,０００円

ニコニコＢＯＸ （宮﨑 正巳 親睦委員 ）

委員会報告

○藤野 豊 ガバナー補佐・宮﨑 茂夫 分区幹事

・14日ＩＭ開催にあたり御礼
のご挨拶がございました。

〇田中 伸彦 国際奉仕委員長

・世界大会への参加依頼
（藤野会員、波多野晃夫会員

参加予定）

○新海 正人 米山奨学委員

・来週より寄付用の袋を用意
しますので、ご協力をお願
いします。

○多摩分区 会長・幹事忘年会のご案内
・日時：12月22日（土）18:30より
・場所：立川すえひろ
・会費：10,000円

幹事報告 比留間 一義 幹事

・米山奨学事業とは、日本で学ぶ外国籍の私費
留学生を支援して、将来日本と世界の架け橋
となるような人材の育成を図る奨学金事業。

・現在でも国内で民間最大の国際奨学金事業。

・世話クラブ、カウンセラー制度があることが
最大の特徴。

・地区米山奨学委員会は、事業主体である公益
財団法人ロータリー米山記念奨学会と地区内
のクラブ、ロータリアンとの間に立ち、事務
方として事業を支える立場

・具体的作業
① 地区内の奨学生の選考、採用
② 事業の理解推進
③ 寄付金の増進

１.奨学生の選考と採用
・事前の寄付金実績にもとづき、奨学会がその

年度の奨学生採用数を決定。
⇒本年度地区割当35名

・基本的に地区内の大学から指定校を定め、指
導教官の推薦を受けて選考試験となる。

・奨学会の選考基準に加え、当地区の選考基準
も踏まえ奨学生の採用を図る。

２.事業の理解推進
・奨学生、指導教官をはじめとする大学関係者、

ロータリアン、の三者コミュニケーションで
事業が円滑かつ有意義に進むよう動いている。

・奨学生とロータリアンの個別のふれ合いの蓄
積に勝るものはない。

３.寄付金の増進
・ロータリアンの送金する寄付金によって支え

られている。
・今年度は特に特別寄付金の増進に力を入れて

いる。これは、個人、法人、クラブのいずれ
から任意に、そして金額も問わず随時送金で
きる

・特別寄付者の増加は、当地区割り当て奨学生
採用の増加に繋がる。

・当地区の特別寄付者割合は全国34地区で下
位

皆様のご理解とご協力を頂くことで米山奨学事
業は成り立っておりますので、今後ともよろし
くお願い申しあげます。

卓 話

比留間 孝司 地区米山奨学委員長

「米山月間に因んで」

比留間 孝司 会員へ

第2580地区2019学年度

「公益財団法人ロータリー

米山記念奨学生選考面接

官」委嘱状の授与


